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１２
月
定
例
会

12
月
18
日
に

田
邊
新
議
長
が

就
任
し
ま
し
た

下新田八幡神社　オマト神事
今年の豊作を占います
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　12月定例会は、11月27日から12月18日までの22日間の日程で開
催されました。
　条例の制定２件、条例の一部改正４件、指定管理者の指定８
件、補正予算４件、人事案件５件、規約の改正１件、計24件の案
件について審議しました。そのほか、報告が２件ありました。

12月
定例会

　
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平

成
27
年
度
補
正
予
算
を
可
決
し

ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な

内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
管
渠
整
備
事
業
補
助
金
減 
�

△
1
6
5
3
万
円

○
農
地
中
間
管
理
機
構
集
積
協

力
金
県
補
助
金
（
大
曽
根
・

勝
・
宮
田
）
増

　

�

2
5
0
0
万
円　

○
寄
付
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）増　

 

３
０
０
万
円

○
前
年
度
繰
越
金
増

　
 

１
億
８
０
４
万
９
千
円

○
過
誤
納
還
付
金
・
加
算
金
増　

�

4
8
7
4
万
２
千
円

○
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
改
修
事
業

増
（
繰
越
明
許
費
）

　

�

2
2
3
8
万
円

○
奈
良
輪
第
一
排
水
区
雨
水
対
策

整
備
事
業
増（
繰
越
明
許
費
）

　

�

２
億
8
4
5
1
万
５
千
円

○
奨
学
資
金
貸
付
事
業
増

　

 

１
９
７
万
円

○
各
指
定
管
理
料
8
施
設
合
計

　

５
年
間
の
限
度
額

�

10
億
8
2
2
4
万
円　
　

○
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
更
新

　

６
年
間
の
限
度
額

�

2
4
9
1
万
１
千
円

○
一
般
廃
棄
物
処
理
委
託

　

６
年
間
の
限
度
額
「
一
般
廃

棄
物
の
中
間
処
理
（
直
接

溶
融
処
理
）
を
委
託
す
る

に
要
す
る
経
費
」

　

一
般
廃
棄
物
の
処
理
委
託

で
、
か
ず
さ
ク
リ
ー
ン
シ
ス

テ
ム
の
操
業
期
間
を
延
長
す

る
こ
と
に
関
す
る
債
務
負
担

行
為
で
、
確
か
に
限
度
額
が

金
額
で
記
載
さ
れ
て
い
な
い

点
は
気
に
な
る
が
、
今
出
せ

る
情
報
を
出
し
た
と
い
う
こ

と
に
お
い
て
は
適
切
で
あ
る

と
考
え
る
。
今
後
も
し
っ
か

り
と
議
会
が
こ
の
動
き
に
つ

い
て
注
視
し
て
い
く
必
要
性

を
前
提
と
し
て
、
こ
の
補
正

に
賛
成
。

　

か
ず
さ
ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ

ム
へ
の
一
般
廃
棄
物
処
理
委

託
の
債
務
負
担
行
為
が
補
正

で
追
加
。
委
託
に
要
す
る
経

費
と
い
う
だ
け
で
限
度
額
が

示
さ
れ
て
い
な
い
。
検
討
を

始
め
る
の
が
遅
く
、
経
費
の

検
証
が
議
会
に
示
さ
れ
な
い

中
、
広
域
処
理
を
前
提
に
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
健
康
管

理
シ
ス
テ
ム
更
新
に
つ
い
て

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
対

応
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修

で
あ
り
、
問
題
の
多
い
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
は
中
止
す
べ

き
と
考
え
る
た
め
反
対
。

※
１ 

債
務
負
担
行
為
…
契
約
等
に
よ

り
複
数
年
度
に
ま
た
が
り
発
生
す
る

債
務
の
負
担
を
、
議
会
の
議
決
を
経

て
そ
の
期
間
と
額
を
定
め
る
も
の
。

※
２ 

繰
越
明
許
費
…
年
度
内
に
事
業

が
終
了
し
な
い
見
込
み
と
な
っ
た
場

合
、
議
決
を
経
て
翌
年
度
に
繰
り
越

し
て
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
。

補
正
予
算
を
可
決

ふるさと納税・バスターミナル改修・奈良輪雨水対策整備事業・
かずさクリーンシステム・健康管理システムなどで　補正

平成27年度　補正予算額

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）の
討
論

会計名 補正額 合計
一般会計 ４億 6337 万１千円増 257 億 5546 万円

介護保険特別会計　 85 万２千円増 37 億 2475 万９千円

国民健康保険・公共下水道事業特別会計は、債務負担行為※ 1 や繰越明許費※ 2 の設定

賛成
討論

反対
討論

【
主
な
歳
入
】

【
債
務
負
担
行
為
】

【
主
な
歳
出
】

※
２

※
１

※
２
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農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
定
数
を
定
め
る
新
規

条
例
を
可
決

「
番
号
法
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
」

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
連
の

条
例
を
可
決

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
の

委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
を
可

決
し
ま
し
た
。

　

法
改
正
の
主
な
内
容
は
、
総
会

を
機
動
的
に
開
催
で
き
る
よ
う
農

業
委
員
の
定
数
を
削
減
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
推
進
委
員
を
設
置

し
て
、
農
業
委
員
会
が
、
農
地
利

用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
集

積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促

進
）
を
よ
り
良
く
果
た
せ
る
よ
う

に
し
た
も
の
で
す
。

◆農業委員の選挙がなくなり、推薦や公募に
よる選出となり、議会の同意を得て、市長
から任命されます。

◆議会や農協など、団体からの選出委員がい
なくなります。

◆農業委員の定数が減り、農地利用最適化推
進委員（推進委員）が新たに設置されます。

　　　農業委員　27名→16名
　　　推進委員　新たに 25名
◆農業者からの推薦により、非農業者でも農

業委員になれます。
◆農地集積業務や、遊休農地解消業務が、必

須業務となります。
◆建議（市に意見を申し立てる事）は廃止と

なり、今後は指針に基づく施策改善に対す
る意見書を提出することになります。

　

農
業
委
員
、
推
進
委
員
の
定

数
を
条
例
で
定
め
る
も
の
で
、

法
改
正
に
伴
っ
て
、
市
の
現
状

等
に
配
慮
し
た
定
数
が
設
定
さ

れ
て
お
り
適
正
な
た
め
賛
成
。

　

こ
の
新
規
条
例
は
、
市
の
独
自
事
務
に
お
け

る
個
人
番
号
の
利
用
範
囲
や
、
特
定
個
人
情
報

の
提
供
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

　

今
後
平
成
29
年
７
月
か
ら
、
こ
の
条
例
や
番

号
法
に
基
づ
い
て
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
で
、
国
や
県
、
他
市
町
村
等
と
特
定
個

人
情
報
の
連
携
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

市
の
独
自
事
務
に

お
け
る
個
人
番
号
の

利
用
や
、
市
長
部
局

と
教
育
委
員
会
等
と

の
間
で
特
定
個
人
情

報
の
連
携
を
す
る
た

め
条
例
を
整
備
す
る

も
の
。
こ
れ
に
伴
う

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

も
万
全
を
期
す
と
の

こ
と
な
の
で
賛
成
。

　

行
政
が
保
有
す
る

個
人
情
報
は
膨
大
で

あ
り
、
更
な
る
利
用

拡
大
や
官
民
利
用
が

進
め
ば
、
不
正
利
用

や
情
報
漏
え
い
の
危

険
が
高
ま
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
無
く
と

も
市
民
生
活
に
何
の

支
障
も
な
い
。
莫
大

な
費
用
や
手
間
を
か

け
て
危
険
に
さ
ら
す

必
要
は
無
い
た
め
反

対
。

　

農
業
者
で
な
い
人
が
農
業
委

員
に
な
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

い
わ
ゆ
る
残
土
埋
め
立
て
の
た

め
の
農
地
転
用
な
ど
、
農
業
委

員
会
の
機
能
に
大
き
な
問
題
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
反
対
。

新しい農業委員会に
変わります

賛成
討論

賛成
討論

反対
討論

反対
討論

代宿児童館 代宿区

長浦第一・第二放課後児童クラブ （有）すみれ福祉会

袖ケ浦公園 袖ケ浦公園管理組合

百目木公園 百目木公園管理組合

新堰公園 新堰公園管理組合

百目木公園プール 新生ビルテクノ（株）千葉支店

駐車場、自転車駐車場、バスターミナル 公益社団法人袖ケ浦市シルバー人材センター
総合運動場、今井野球場、
のぞみ野サッカー場、永吉運動広場

総合運動場運営パートナーズ
（代表団体（株）フクシ・エンタープライズ）

施設名 指定管理者

平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
個
人
番
号
の
利
用
が
開

始
さ
れ
て
い
ま
す

農業委員が選挙選出から推薦・公募選出に

全
て
の
指
定
管
理
者
が

継
続
で
可
決
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12
月
定
例
会
最
終
日
、

渡
辺
議
長
の
議
長
辞
職
に

伴
い
、
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
、
田
邊
恒
生
議
長
が
就

任
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
昨
年
12
月
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
平
成
27
年
第
４
回
市

議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員

各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
ま

し
て
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。

　

議
長
と
い
う
職
責
の
重
さ
を

強
く
受
け
止
め
、
市
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
議
会
を
築
き
、
そ
し

て
、
議
長
と
し
て
民
主
的
で
開

か
れ
た
議
会
運
営
に
努
力
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
議
会
改
革
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
民
と
議
員
が

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
語
り
合
う

意
見
交
換
会
を
８
月
に
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
様
子
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
公
開
し
て
お

り
、
少
し
で
は
あ
り
ま
す
が
、

市
民
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
た
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

私
ど
も
市
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
行
政
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な

社
会
の
実
現
と
、
活
気
に
満
ち

た
元
気
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
の

実
現
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り

組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
今
後
と
も
、
議
会
へ
の

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

議会人事

◆
人
事
案
件
◆

田邊　恒生　議長

◆議会運営委員会委員長
	 佐藤　麗子

◆議会運営委員会副委員長
	 篠原　幸一

◆議会運営委員会委員
	 榎本　雅司　・　阿津　文男

◆建設経済常任委員会委員
	 山口　　進　・　山下　信司

◆環境・災害特別委員会委員
	 山口　　進

◆議会改革推進特別委員会委員
	 山下　信司

◆君津郡市広域市町村圏事務組合
　議会議員
	 田邊　恒生

◆君津広域水道企業団議会議員
	 田邊　恒生

◆都市計画審議会委員
	 田邊　恒生

◆監査委員
	 渡辺　　盛

教育委員会委員に多
た だ

田正
まさゆき

行氏を再任

人権擁護委員に村
むらこし

越のり子
こ

氏を再任

　平成 28年１月４日をもって任
期満了となる教育委員会委員の
多田正行氏の再任が 12 月定例
会において全員賛成で同意され
ました。任期は平成 28 年 1 月 5
日から 4年です。
　多田氏は引き続き教育委員会
委員長を務めます。

　平成 27 年 12 月 31 日をもっ
て任期満了となる人権擁護委員
の村越のり子氏の再任が９月定
例会において全員賛成で同意さ
れました。任期は平成 28 年１
月１日から３年です。

固定資産評価審査委員会委員を選任
　平成 27 年 12 月９日をもって任期満了
となる固定資産評価審査委員会委員で、
長
は せ が わ

谷川貢
こういち

一氏が再任、大
お お の

野與
よ い ち

一氏と榎
えのもと

本
初
は つ お

雄氏が新規に選任されました。任期は平
成 27 年 12 月 10 日から３年です。

選挙管理委員会委員及び補充員を
議会の選挙により選出
【選挙管理委員】
　花

はなざわ
沢　康

や す お
雄 氏

　池
いけがみ

上　雪
ゆ き お

男 氏
　山

やまぐち
口　貴

たかいち
一 氏

　御
み そ の

園　　豊
ゆたか

 氏

【補充員】
　加

か と う
藤　雅

まさゆき
幸 氏

　小
お び

尾　　明
あきら

 氏
　冨

とみおか
岡　秀

ひ で お
雄 氏

　柴
しばさき

﨑　　稔
みのる

 氏

今定例会で異動のあった委員等は
次のとおりです

議
長
就
任
に

あ
た
っ
て
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議　案　名

議
決
結
果

付
託
委
員
会

山
口
　
　
進

山
下
　
信
司

粕
谷
　
智
浩

在
原
　
直
樹

小
国
　
　
勇

笹
生
　
典
之

緒
方
　
妙
子

篠
原
　
幸
一

村
田
　
　
稔

鈴
木
　
憲
雄

佐
久
間
　
清

前
田
美
智
江

長
谷
川
重
義

篠
﨑
　
龍
夫

茂
木
　
芳
和

励
波
　
久
子

佐
藤
　
麗
子

笹
生
　
　
猛

榎
本
　
雅
司

阿
津
　
文
男

田
邊
恒
生（
新
議
長
）

塚
本
　
幸
子

篠
﨑
　
典
之

渡
辺
盛（
前
議
長
）

行政手続における特定
の個人を識別するため
の番号の利用等に関す
る法律に基づく個人番
号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条
例の制定

原案
可決

総
務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● −

農業委員会の委員及び
農地利用最適化推進委
員の定数を定める条例
の制定

原案
可決

建
設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● −

税条例等の一部を改正
する条例の制定

原案
可決

総
務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● −

国民健康保険税条例の
一部を改正する条例の
制定

原案
可決

文
教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● −

平成27年度一般会計補
正予算（第３号）

原案
可決

総
務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● −

平成27年度国民健康保
険特別会計補正予算
（第２号）

原案
可決

文
教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● −

監査委員の選任 原案
同意 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ − ○ ● 退

◆議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わりません。
◆議案名中の『袖ケ浦市』及び、『～ついて』は省略表示してあります。
◆新議長は12月18日に就任しました。

○＝原案賛成　●＝原案反対　退＝退席




平成 27 年 12 月定例会の議決結果

　12 月定例会では、追加議案１件を含む議案 24 件について決議し、すべての議案について原案のとお
り可決されました。そのうち賛否が分かれた案件は７件でした。

◆全会一致で原案可決・同意・承認された案件◆
○介護保険条例の一部を改正する条例の制定
○家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定
○市立代宿児童館の指定管理者の指定
○放課後児童クラブ会館長浦第一放課後児童クラブ及び長浦第二放課後児童クラブの指定管理者の指定
○袖ケ浦公園の指定管理者の指定
○百目木公園の指定管理者の指定
○新堰公園の指定管理者の指定
○駐車場、自転車駐車場及び袖ケ浦バスターミナルの指定管理者の指定
○百目木公園プールの指定管理者の指定
○総合運動場、今井野球場、のぞみ野サッカー場及び永吉運動広場の指定管理者の指定
○平成２７年度介護保険特別会計補正予算（第２号）
○平成２７年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
○固定資産評価審査委員会委員の選任（長谷川貢一氏、大野與一氏、榎本初雄氏）
○教育委員会委員の任命（多田正行氏）
○君津郡市広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議
詳細については袖ケ浦市ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。
　袖ケ浦市ホームページ http://www.city.sodegaura.lg.jp　　議会事務局　☎（６２）３４５０

◆賛否が分かれた案件◆

▲議決結果は
こちらから



66

高
速
バ
ス
東
京
便
（
ア
ク
シ
ー
号
）
誘
致
へ	

　

平
成
27
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ

４
億
6
3
3
7
万
１
千
円
を
増
額
す
る
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
対
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Q
袖
ケ
浦
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
東
京
便
の
誘
致
に

つ
い
て
。

A
運
行
に
つ
い
て
事
業
者
と
協
議
中
で
す
が
、
バ

ス
バ
ー
ス
の
整
備
が
不
可
欠
な
た
め
、
現
敷
地
内

で
約
16
台
分
の
駐
車
場
を
改
修
し
、
平
成
28
年

４
月
に
完
成
予
定
で
す
。
運
行
開
始
時
期
は
、
今

後
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Q
寄
付
金
収
入
3
0
0
万
円
の
増
に
つ
い
て
。

A
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
改
正
で
返
礼
品
の
送
付

を
始
め
、
当
初
予
算
を
上
回
っ
た
た
め
で
す
。

Q
返
礼
品
と
寄
付
金
の
内
訳
に
つ
い
て
。

A
返
礼
品
は
34
品
目
あ
り
、
野
菜
詰
合
せ
、
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
、
ゆ
で
落
花
生
な
ど
が
人
気
で
す
。
寄

付
金
は
５
千
円
か
ら
返
礼
品
が
あ
り
ま
す
。

Q
過
誤
納
還
付
金
4
8
7
4
万
２
千
円
の
内
容
は
。

A
固
定
資
産
税
が
非
課
税
対
象
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
老
人
福
祉
施
設
に
対
し
、
過
年
度
に

遡
及
し
て
還
付
が
発
生
し
た
た
め
で
す
。

Q
一
般
廃
棄
物
処
理
委
託
の
債
務
負
担
行
為
の

内
容
は
。

A
Ｋ
Ｃ
Ｓ
で
処
理
を
す
る
、
平
成
33
年
度
か
ら
38

年
度
ま
で
の
処
理
委
託
費
用
で
す
。

Q
Ｋ
Ｃ
Ｓ
の
現
在
の
建
物
と
土
地
の
処
分
費
用

は
含
む
の
か
。

A
最
終
年
度
の
清
算
に
含
ま
れ
ま
す
。
建
物
は
解

体
、
土
地
は
売
却
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

�

※
K
C
S
…
㈱
か
ず
さ
ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム

  委員会レポート
　議会では、より詳しい審議をするために、３つの常任委員会に議案を付託し、審査しています。
12月定例会では、議案 19件が各常任委員会にて審査されました。以下は、議案審査内容の抜粋です。
会議録は、ホームページで３月頃に掲載する予定です。
� ※事業の内容等、詳細については担当課へお問い合わせください。

国
保
税
条
例・介
護
保
険
条
例
の
改
正
は

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
と
介
護
保
険
条
例
は
、

主
に
減
免
申
請
書
の
提
出
期
限
緩
和
に
つ
い
て
の

改
正
で
、
内
容
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
国
保
税
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
期
限
の
緩

和
に
つ
い
て
は
良
い
こ
と
と
し
つ
つ
、
今
後
の
個

人
番
号
関
係
の
事
務
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。

Q
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
。

A
申
請
書
に
個
人
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
で
、
税

関
係
等
の
添
付
書
類
を
省
略
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
個
人
番
号
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

職
員
に
対
し
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
等
を
実
施
し
、

万
全
の
態
勢
で
臨
み
ま
す
。

Q
医
療
保
険
の
デ
ー
タ
等
を
共
有
し
、
個
人
番
号

で
管
理
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
。

A
特
定
健
康
診
査
と
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
、

共
有
す
る
予
定
で
す
。
転
出
入
で
も
検
索
が
容

易
に
な
り
、
被
保
険
者
の
検
診
等
の
充
実
、
検
診

率
の
向
上
に
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

●
介
護
保
険
条
例
で
は
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
等
の
実
施
時
期
を
早
め
る
こ
と
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

Q
実
施
時
期
を
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28

年
３
月
１
日
に
前
倒
し
す
る
こ
と
で
、
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
か
。

A
実
施
時
期
を
前
倒
し
す
る
こ
と
で
、
事
業
費
の

上
限
額
が
ア
ッ
プ
し
、
住
民
や
N
P
O
法
人
な
ど

が
主
体
で
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち
上
げ
る
場
合

の
、
準
備
資
金
に
対
す
る
補
助
な
ど
を
行
う
際

に
も
、
国
等
の
交
付
金
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

椎
の
森
工
業
団
地
２
期
地
区
の
進
捗
状
況
は

　

平
成
27
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
、
椎
の
森
工
業
団
地
の
繰
越
明
許

費
（
県
の
工
事
遅
延
に
よ
る
汚
水
管
工
事
の
繰
越

明
許
費
）
と
終
末
処
理
場
等
の
複
数
年
に
わ
た
る

一
括
管
理
の
た
め
の
債
務
負
担
行
為
に
対
し
審
査

し
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Q
平
成
28
年
度
へ
予
算
を
繰
り
越
す
と
の
こ
と
だ

が
、
事
業
遅
延
の
状
況
は
。

A
１
月
か
ら
汚
水
管
工
事
に
入
る
予
定
で
し
た

が
、
県
の
造
成
工
事
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
３
月
に

は
工
事
に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
県
の
造
成
工
事
遅
延
の
原
因
は
。

A
現
場
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
想
定
外
の
湧
水
が
出

て
お
り
、
処
理
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
軟
弱
地
盤
も
一
部
あ
り
、
今
ま

で
以
上
に
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る
た
め
遅
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

Q
汚
水
管
工
事
へ
の
影
響
は
。

A
平
成
28
年
度
末
を
目
標
と
し
て
い
る
た
め
、
工

区
を
分
け
て
人
員
配
置
の
見
直
し
や
班
体
制
を

増
や
す
な
ど
、
集
中
的
に
工
事
を
進
め
る
予
定
で

す
。

Q
区
画
の
販
売
も
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
販
売
時

期
へ
の
影
響
は
。

A
汚
水
管
工
事
後
、
上
水
道
の
工
事
や
道
路
工
事

が
入
る
た
め
、
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
、
予
定
通

り
の
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
　
12
月
7
日

議
案
８
件

建
設
経
済
常
任
委
員
会
　
12
月
8
日

議
案
７
件

総
務
企
画
常
任
委
員
会
　
12
月
4
日

議
案
４
件

※



7

一般質問

市政を問う1313
が
人人

一般質問とは、市政のあらゆる疑問につ
いて、本会議の場で、市に対し議員が質問
や提案を行うものです。
　議員本人がＱ＆Ａを要約して作成した原
稿を、登壇順に掲載しています。未掲載の
内容も含め、一般質問の様子をホームペー
ジで録画配信中ですのでご覧ください。
　会議録は３月頃に掲載する予定です。

　
前
田
　
美
智
江
　
議
員
　
　
　（
公
明
党
）

　
村
田
　
稔
　
議
員
　
　
　（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

・
袖
ケ
浦
版
「
地
方
創
生
」
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

・
公
園
事
業
に
つ
い
て

・
有
害
鳥
獣
駆
除
に
対
す
る
施
策
に
つ

い
て

・
市
職
員
に
係
る
管
理
職
手
当
の
支
給

内
容
に
つ
い
て

袖
ケ
浦
版「
地
方
創
生
」

へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

将
来
懸
念
さ
れ
る
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た

め
に
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

転
入
の
現
状
と
今
後
の

見
通
し
を
伺
う
。

現
在
、
転
入
増
が
続
い

て
い
ま
す
。
今
後
、
袖

ケ
浦
駅
海
側
地
区
へ
の
人
口

流
入
で
、
当
面
人
口
増
が
続

く
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

移
住
を
考
え
て
い
る
子

育
て
世
代
に
、
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
支
援
策
は
。

中
学
３
年
生
ま
で
の
医

療
費
の
助
成
、
基
礎
学

力
向
上
支
援
教
員
等
の
充
実
、

教
育
施
設
等
の
耐
震
化
。
ま

た
、
入
所
待
ち
児
童
に
対
す

る
助
成
事
業
や
就
学
援
助
な

有
害
鳥
獣
駆
除
隊
へ
の

補
助
金
に
つ
い
て
。

Ｈ
27
年
度
は
イ
ノ
シ
シ

駆
除
400
頭
を
見
込
み
、

国
の
補
助
金
と
合
わ
せ
て
662

万
円
で
す
。

駆
除
隊
は
現
在
13
名
、

平
均
年
齢
67
・
６
歳
。

高
齢
化
へ
の
対
応
を
伺
う
。

補
助
組
織
を
設
置
し
除

草
や
檻
の
修
繕
で
駆
除

隊
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
猟
友
会
と

共
に
人
員
確
保
に
努
め
ま
す
。

３
人
体
制
で
埋
却
処
分

ま
で
含
め
１
人
あ
た
り

３
千
２
百
円
。
事
業
の
重
要

度
や
難
易
度
に
比
べ
イ
ノ
シ

シ
の
駆
除
単
価
が
極
端
に
安

く
感
じ
る
。
銃
の
所
持
に
係

る
更
新
や
実
技
講
習
な
ど
の

費
用
を
一
部
負
担
し
な
い
か
。

イ
ノ
シ
シ
だ
け
で
な
く
、

カ
モ
や
カ
ラ
ス
で
も
駆

ど
で
す
。
今
後
は
、
多
子
世

帯
の
保
育
料
軽
減
支
援
や
産

前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
導

入
な
ど
も
検
討
し
ま
す
。

妊
娠
・
出
産
を
後
押
し

す
る
子
育
て
世
代
包
括

支
援
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

妊
娠
・
子
育
て
に
関
す

る
総
合
相
談
窓
口
を
開

設
し
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育

て
期
に
関
わ
る
保
健
・
保

育
・
教
育
等
の
支
援
を
円
滑

に
利
用
で
き
る
よ
う
、
専
門

職
員
等
が
総
合
的
に
相
談
支

援
を
行
い
ま
す
。

遊
具
等
の
安
全
管
理
に

つ
い
て
伺
う
。

遊
具
の
安
全
は
点
検
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て

指
定
管
理
者
が
月
１
回
行
っ

て
お
り
、
市
の
職
員
に
よ
る

点
検
・
確
認
も
年
２
回
実
施

し
て
い
ま
す
。

除
隊
に
依
存
し
て
い
る
の
で
、

駆
除
隊
の
な
り
手
が
不
足
す

る
中
、
何
ら
か
の
助
成
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

管
理
職
手
当
の
支
給
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

職
責
を
有
す
る
７
～
８

級
職
（
課
長
職
～
部
長

職
）
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

保
育
所
長
へ
の
管
理
職

手
当
の
支
給
状
況
は
。

５
カ
所
の
市
立
保
育
所

の
う
ち
１
カ
所
に
配
置

さ
れ
て
い
る
６
級
職
の
所
長

に
は
支
給
し
て
い
ま
せ
ん
。

同
じ
仕
事
と
責
任
を
持

た
さ
れ
て
、
非
常
に
不

公
平
で
は
な
い
の
か
。

各
職
場
で
の
管
理
職
の

責
任
範
囲
も
広
が
り
、

困
難
度
も
増
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
の
た
め
に
も
支
給
対
象
の

見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て

魅
力
あ
る
街
、袖
ケ
浦
に
！

有
害
鳥
獣
駆
除
隊
の
高
齢
化

と
負
担
軽
減
へ
の
対
応
を

さ
ら
な
る
安
心
・
安
全
な

公
園
遊
具
に
！

６
級
職
の
保
育
所
長
へ
管
理

職
手
当
不
支
給
の
理
由
は

Q

QQQ

QQ

QQ

QQQ

A

AAA

AA

AA

AAA
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粕
谷
　
智
浩
　
議
員
　
　
　（
新
風
会
）

・
袖
ケ
浦
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
に
合
計
特

殊
出
生
率
を
１
・
60
に

す
る
た
め
に
、
ど
れ
だ
け
の

出
生
数
が
必
要
な
の
か
伺
う
。

約
520
人
以
上
の
出
生
数

が
あ
れ
ば
、
達
成
で
き

る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

婚
活
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

へ
、
ど
の
よ
う
な
フ
ォ

ロ
ー
を
し
て
い
る
か
伺
う
。

イ
ベ
ン
ト
閉
会
時
に
、

結
婚
相
談
事
業
に
つ
い

て
説
明
す
る
時
間
を
設
け
、

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
皆
様
が
良
縁
に
恵
ま
れ
る

よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

中
小
企
業
の
担
い
手
、

後
継
者
の
確
保
、
育
成
、

事
業
継
承
な
ど
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

小
規
模
事
業
者
の
後
継

者
の
確
保
、
事
業
継
承

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
商

工
会
や
金
融
機
関
等
と
連
携

し
て
、
相
談
体
制
の
整
備
な

ど
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

定
住
促
進
に
つ
い
て
地

区
、
年
齢
を
限
定
し
て

積
極
的
な
施
策
を
考
え
な
い

か
伺
う
。

空
き
家
等
対
策
事
業
や

お
試
し
居
住
体
験
事
業

を
推
進
し
、
若
い
世
代
の
定

住
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。プ

ッ
シ
ュ
型
情
報
発
信

ツ
ー
ル
を
用
い
て
年
代

ご
と
、
目
的
ご
と
な
ど
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
ん
だ
情

報
発
信
を
し
な
い
か
伺
う
。

ま
ず
現
在
行
っ
て
い
る

広
報
手
段
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
優
先
し
、
次
の
段

階
と
し
て
新
た
な
情
報
発
信

の
形
態
に
つ
い
て
も
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
取
り
組
み
は

QQQ

QQ

AAA

AA

　
小
国
　
勇
　
議
員
　
　
　（
志
清
会
）

・
防
災
、
消
防
体
制
の
充
実
強
化
に
つ

い
て

・
本
市
の
人
口
増
、
人
口
維
持
の
施
策

に
つ
い
て

土
砂
災
害
危
険
箇
所
並

び
に
河
川
氾
濫
危
険
箇

所
の
対
策
は
。

土
砂
災
害
か
ら
市
民
の

生
命
を
守
る
た
め
に
、

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
よ
る
周
知
の
徹
底
、
更
に

は
大
雨
等
に
よ
る
災
害
の
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
パ
ト

ロ
ー
ル
に
て
、
が
け
地
の
状
況

確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

河
川
氾
濫
危
険
箇
所
に
つ
い

て
は
、
河
川
内
の
堆
積
し
て

い
る
土
砂
等
の
撤
去
、
竹
木

等
の
伐
採
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

消
防
団
員
の
加
入
促
進

の
実
施
状
況
は
。

消
防
団
員
の
中
に
、
企

業
等
に
雇
用
さ
れ
て
い

る
方
の
割
合
が
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
「
消
防
団
協
力
事

業
所
表
示
制
度
」
を
Ｈ
27
年

７
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

就
学
、
就
職
時
の
人
口

流
出
の
克
服
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。

本
市
の
優
れ
た
立
地
性

や
利
便
性
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
雇
用

の
場
の
確
保
を
図
る
た
め
に
、

産
業
支
援
、
就
労
支
援
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Ｈ
27
年
度
よ
り
地
域
活

性
化
推
進
事
業
補
助

金
と
し
て
各
地
区
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
が
、
現
在

の
状
況
、
及
び
Ｈ
28
年
度
以

降
の
展
望
は
。

現
時
点
で
は
昭
和
地
区

か
ら
申
請
を
い
た
だ
き
、

36
万
円
程
度
の
補
助
の
予
定

で
す
。
Ｈ
28
年
度
以
降
は
地

区
自
治
連
の
皆
様
か
ら
の
声

を
参
考
に
し
て
、
地
域
の
負

担
軽
減
に
向
け
た
補
助
率
の

見
直
し
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

防
災
、
消
防
体
制
の
充
実

強
化
に
つ
い
て

本
市
の
人
口
増
、人
口
維
持

に
つ
い
て

QQ

QQ

AA

AA

　
篠
﨑
　
典
之
　
議
員
　（
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
）

・
火
葬
場
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
石
炭
火
力
発
電
所
開
発
に
つ
い
て

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

木
更
津
市
を
主
体
に
４

市
で
進
め
る
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
の
火
葬
場
共
同
建
設
協

議
の
覚
書
締
結
を
表
明
し
た

が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

４
市
で
の
本
市
の
人
口

比
率
と
市
原
市
と
本
市

で
の
人
口
比
率
が
ほ
ぼ
同
じ

で
、
木
更
津
・
市
原
の
中
間

に
あ
る
本
市
に
と
っ
て
利
便

性
は
同
様
で
す
が
、
①
市
原

市
か
ら
共
同
の
話
が
な
い
②

４
市
広
域
の
歴
史
的
背
景
や

火
葬
場
建
設
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
合
致
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、
４

市
で
の
協
議
に
参
加
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

木
更
津
市
の
地
元
自
治

会
の
過
半
数
か
ら
４
市

共
同
建
設
の
白
紙
撤
回
を
求

め
る
署
名
が
寄
せ
ら
れ
た
。

市
原
市
に
は
、
袖
ケ
浦
市
の

火
葬
の
継
続
受
け
入
れ
の
可

能
性
も
あ
る
。
実
情
を
踏
ま

え
て
最
善
の
判
断
を
す
べ
き

だ
。
市
原
市
か
ら
話
が
な
い

か
ら
共
同
の
検
討
を
し
な
い

の
か
。４

市
共
同
の
枠
で
新
し

く
整
備
す
る
木
更
津
市

と
協
議
し
て
い
く
こ
と
が
、

総
合
的
に
最
善
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
の

木
更
津
整
備
拠
点
化
に

反
対
表
明
し
、
本
市
上
空
も

飛
行
エ
リ
ア
に
な
る
問
題
な

ど
国
に
説
明
を
求
め
な
い
か
。

国
の
安
全
保
障
に
関
し

て
は
、
自
治
体
と
し
て

協
力
す
る
必
要
を
認
識
し
て

い
ま
す
。
既
に
木
更
津
市
は

説
明
を
受
け
て
お
り
、
東
側

の
経
路
を
飛
行
し
た
場
合
、

本
市
上
空
の
一
部
に
か
か
る

た
め
防
衛
省
に
説
明
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

火
葬
場
建
設
は

市
原
市
と
の
共
同
検
討
を

オ
ス
プ
レ
イ
整
備
拠
点
化

に
反
対
表
明
を

QQ

Q

A

AA

一般質問市政を問う
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田
邊
　
恒
生
　
議
員
　
　（
市
民
ク
ラ
ブ
）

・
市
長
選
挙
の
投
票
結
果
及
び
新
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
取
組
み
に
つ
い
て

・「
袖
ケ
浦
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
取
組
み
に
つ
い
て

一般質問市政を問う

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

出
生
率
を
高
め
移
動
率

を
強
化
す
る
こ
と
で
、
減
少

す
る
人
口
に
歯
止
め
を
か
け
、

２
０
６
０
年
の
推
計
人
口
を

５
万
５
千
541
人
と
し
て
い
る

が
、
達
成
可
能
な
目
標
か
伺

う
。

今
後
も
引
き
続
き
袖
ケ

浦
市
が
発
展
し
て
い
く

た
め
の
目
指
す
べ
き
目
標
で

あ
り
、
様
々
な
施
策
を
展
開

し
て
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
と
の
整
合
に

つ
い
て
伺
う
。

総
合
計
画
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
人
口
減
少
対

策
、
地
方
創
生
に
資
す
る
特

定
の
施
策
を
位
置
づ
け
相
互

に
連
携
し
て
推
進
し
ま
す
。

５
年
後
の
計
画
終
了
後

に
お
け
る
、
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
の
継
承
に
つ
い
て
伺
う
。

次
期
総
合
計
画
を
策
定

す
る
際
に
は
、
今
回
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
る

こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

自
然
増
・
出
生
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

つ
い
て
伺
う
。

結
婚
し
た
い
と
考
え
て

い
る
人
は
84
％
で
あ

り
、
結
婚
し
な
い
理
由
と
し

て
は
「
適
当
な
人
に
巡
り
合

わ
な
い
」
「
結
婚
資
金
が
足

り
な
い
」
「
今
は
仕
事
に
打

ち
込
み
た
い
」
な
ど
で
す
。

　

自
身
の
理
想
の
子
ど
も
数

と
実
際
に
差
異
が
あ
る
と
回

答
し
た
方
の
７
割
が
「
子
育

て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
り

す
ぎ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

社
会
増
減
・
転
入
増
は

首
都
圏
の
対
岸
と
い
う

「
地
の
利
」
を
活
か
し
た
施

策
を
考
え
な
い
か
伺
う
。

市
内
外
へ
の
情
報
発
信

の
強
化
と
と
も
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
取
組
み
を
伺
う

QQQ

QQ

AA

AAA

　
緒
方
　
妙
子
　
議
員
　
　
　（
公
明
党
）

　
佐
久
間
　
清
　
議
員
　
　
　（
開
政
ク
ラ
ブ
）

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
健
康
福
祉
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
ヤ
ー
ド
適
正
化
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
住
み
や
す
さ
・
便
利
さ
の
向
上
に
つ
い

て

計
画
で
再
開
さ
れ
る
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
。

４
か
月
児
教
室
で
読
み

聞
か
せ
と
と
も
に
絵
本

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の

情
報
社
会
へ
の
対
応
は
。

発
達
段
階
に
応
じ
て
、

読
書
習
慣
を
つ
け
る
機

会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

学
校
図
書
館
蔵
書
数
は

各
校
約
１
万
冊
で
す
が

ど
の
よ
う
に
充
実
を
図
る
か
。

分
野
別
に
蔵
書
率
を
管

理
し
、
学
習
計
画
や
要

望
等
か
ら
司
書
教
諭
と
指
導

員
に
よ
り
計
画
的
に
購
入
し
、

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
学
力
の
課

題
と
し
て
思
考
や
判
断
、

表
現
力
向
上
に
学
校
図
書
館

の
活
用
を
ど
う
図
る
か
。

問
題
解
決
学
習
を
行
う

時
に
積
極
的
に
利
用
し
、

教
職
員
の
多
忙
化
を
解

消
す
る
取
り
組
み
と
し

て
、
市
原
市
や
君
津
市
で
は

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
日
々
の
出
席
統
計
や
成

績
処
理
等
の
事
務
の
効
率
化

を
行
っ
て
い
る
が
、
本
市
で

も
同
様
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
な
い
か
伺
う
。

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
と

事
務
の
効
率
化
に
つ
い
て
は

関
心
を
も
っ
て
お
り
、
導
入

に
つ
い
て
、
現
在
調
査
検
討

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

高
速
バ
ス
の
利
便
性
向

上
の
た
め
、
新
規
路
線

や
増
便
に
努
め
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
具
体
的
に
伺
う
。

市
民
や
袖
ケ
浦
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
利
用
者
か

ら
最
も
要
望
の
多
い
、
東
京

情
報
収
集
を
行
い
、
調
べ
学

習
で
も
盛
ん
に
利
用
し
ま
す
。

各
種
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
へ
の
取
組
み
は
。

個
別
通
知
、
休
日
検
診
、

保
育
実
施
や
メ
ー
ル
予

約
等
で
、
今
後
は
同
時
検
診
、

レ
デ
イ
ー
ス
検
診
、
女
性
医

師
確
保
等
を
検
討
し
ま
す
。

肺
が
ん
予
防
に
お
け
る

禁
煙
へ
の
取
組
み
は
。

啓
発
周
知
と
禁
煙
支
援

の
個
別
指
導
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
で
取
組
み
ま
す
。

喫
煙
率
削
減
目
標
値
と

取
組
み
は
。

喫
煙
率
を
13
・
９
％
か

ら
12
％
へ
減
少
。
啓
発

と
禁
煙
教
育
が
重
要
で
す
。

公
共
施
設
で
の
禁
煙
の

状
況
に
つ
い
て
。

建
物
や
教
育
施
設
の
敷

地
内
は
禁
煙
で
、
今
後
、

公
園
や
駅
周
辺
が
課
題
で
す
。

線
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
、
バ

ス
運
行
事
業
者
と
協
議
を
行

い
、
安
房
鴨
川
か
ら
東
京
に

向
け
て
運
行
さ
れ
て
い
る

「
ア
ク
シ
ー
号
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
東
京
線
を
誘
致
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
H
27
年
７

月
に
増
便
し
ま
し
た
新
宿

線
以
外
の
路
線
に
つ
い
て
も
、

利
用
者
の
動
向
を
踏
ま
え
、

増
便
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
盗

難
等
不
正
な
取
引
に
利

用
さ
れ
た
ヤ
ー
ド
の
事
例
も

あ
り
、
市
独
自
で
ヤ
ー
ド
適

正
化
条
例
を
制
定
す
る
考
え

は
な
い
か
伺
う
。

県
の
条
例
が
Ｈ
27
年
４

月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
施
行
後
間
も
な
い
こ
と

か
ら
、
県
条
例
の
効
果
等
を

見
極
め
る
こ
と
と
し
、
現
時

点
で
独
自
の
条
例
を
制
定
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
読
書
推
進
計
画
に

お
け
る
読
書
教
育
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

住
み
や
す
さ
・
便
利
さ
の

向
上
に
つ
い
て

が
ん
検
診
充
実
と
医
療
費

削
減
に
つ
い
て

ヤ
ー
ド
適
正
化
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

QQQQ

QQ

QQQQ

Q

AAAA

AA

AAAA

A



10

一般質問市政を問う

　
篠
﨑	

　
龍
夫
　
議
員
　
　
　（
新
政
会
）

　
励
波
　
久
子
　
議
員
　（
日
本
共
産
党
袖
ケ
浦
市
議
団
）

　
佐
藤
　
麗
子
　
議
員
　
　
　（
志
清
会
）

・
野
球
キ
ャ
ン
プ
誘
致

・
６
次
産
業
化
策

・
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

・
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

・
ガ
ウ
ラ
ン
ド
の
運
営
に
つ
い
て

・
身
近
な
道
路
・
歩
道
・
公
園
整
備
に

つ
い
て

・
出
口
市
長
３
期
目
の
市
政
運
営
に
つ

い
て

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、

野
球
が
追
加
種
目
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
事
前
キ

ャ
ン
プ
地
と
し
て
、
袖
ケ
浦

市
は
球
場
の
条
件
が
整
っ
て

お
り
、
誘
致
を
し
て
い
か
な

い
か
。
老
朽
化
し
た
球
場
の

改
修
に
も
結
び
付
く
と
と
も

に
、
市
内
へ
の
ホ
テ
ル
誘
致

の
可
能
性
も
あ
る
。
費
用
は
、

市
民
や
企
業
な
ど
も
協
力
し

て
く
れ
る
と
思
う
。

早
め
に
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

調
査
を
始
め
る
と
と
も
に
、

早
速
担
当
者
を
県
に
送
り
、

調
整
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
長
の
所
信
表
明
の
中

に
も
６
次
産
業
化
が
う

た
わ
れ
て
い
る
が
、
材
料
生

産
の
継
続
性
な
ど
難
し
い
面

が
あ
る
。
材
料
を
市
内
だ
け

市
は
「
待
機
児
童
国
基

準
ゼ
ロ
を
達
成
」
と
言

う
が
実
態
と
か
け
離
れ
て
い

る
。
実
態
に
合
う
目
標
を
持

た
な
い
か
。
ま
た
早
期
に
新

設
保
育
所
を
整
備
し
な
い
か
。

入
所
待
ち
児
童
数
は
11

月
時
点
で
74
人
で
す
が
、

指
標
と
す
る
の
は
難
し
い
で

す
。
今
後
は
１
月
に
小
規
模

保
育
事
業
所
が
開
園
、
Ｈ
30

年
に
、
昭
和
地
区
に
施
設
整

備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

教
室
等
の
終
了
時
間
が
、

１
時
間
早
ま
り
仕
事
終

わ
り
に
来
る
人
が
利
用
で
き

な
く
な
っ
た
。
夜
の
時
間
帯

を
切
る
と
い
う
事
は
、
利
用

者
は
日
中
利
用
で
き
る
市
民

だ
け
で
良
い
と
考
え
る
の
か
。

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
な
が
ら
、
夜
間
利
用

今
後
の
取
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

（
仮
称
）
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
条
例
の
策

定
、
自
治
連
を
対
象
に
し
た

補
助
金
の
効
果
的
な
見
直
し
、

地
域
の
活
性
化
や
課
題
解
決

の
た
め
新
し
い
組
織
の
立
ち

上
げ
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
活
動
が
円
滑
に
出

来
る
場
所
が
必
要
で
は
。

必
要
性
は
認
識
し
て
お

り
、
先
進
的
な
事
例
を

参
考
に
検
討
し
ま
す
。

条
例
策
定
の
際
、
公
募

委
員
の
候
補
者
名
簿
登

録
制
度
を
活
用
し
な
い
か
。

多
様
な
層
に
市
民
参
画

を
促
す
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
た
め
、
検
討
い
た
し
ま
す
。

今
後
の
取
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
当
市
は
房

総
の
玄
関
で
も
あ
り
、
県
レ

ベ
ル
で
考
え
た
ら
ど
う
か
。

市
内
に
は
、
す
で
に
６

次
産
業
化
を
進
め
て
い

る
も
の
が
あ
り
、
事
例
研
究

な
ど
を
行
い
、
Ｈ
29
年
度
か

ら
の
事
業
支
援
に
向
け
取
り

組
み
ま
す
。
県
の
６
次
産
業

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
と

も
相
談
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

街
中
な
ど
で
の
散
乱
ご

み
対
応
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
意
識
を
変
え
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

交
流
人
口
増
に
、
街
中

の
散
乱
ご
み
は
、
良
く

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
Ｈ

28
年
度
新
た
な
取
り
組
み
の

中
で
、
市
長
が
先
頭
に
立
っ

て
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
民
の
意
識
を
変
え
て
い
く

こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

者
も
切
り
捨
て
ず
に
、
で
き

る
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

蔵
波
台
か
ら
菜
の
花
苑

ま
で
の
た
ち
ば
な
通
り

は
、
宅
地
開
発
に
よ
り
子
ど

も
が
多
く
通
る
が
歩
道
が
な

く
危
険
。
整
備
し
な
い
か
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
歩
車

道
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
ま
た

は
カ
ラ
ー
舗
装
等
の
安
全
対

策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

今
井
２
丁
目
の
線
路
沿

い
の
道
に
側
溝
の
蓋
が

け
を
し
な
い
か
。

地
元
か
ら
も
要
望
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
財
政

協
議
を
行
い
、
何
と
か
実
現

で
き
る
よ
う
考
え
ま
す
。

長
浦
地
区
の
坂
本
公
園

や
久
保
田
公
園
の
遊
具

を
整
備
し
な
い
か
。

地
元
の
方
の
声
を
聞
き

な
が
ら
具
体
的
な
検
討

を
し
て
い
き
ま
す
。

第
２
子
以
降
の
保
育
料

無
料
化
、
幼
保
連
携
推

進
、
世
代
間
の
身
近
な
交
流

の
場
づ
く
り
、
世
代
間
支
え

合
い
家
族
支
援
事
業
の
見
直

し
、
小
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋

式
化
、
普
通
教
室
へ
の
冷
房

設
備
設
置
、
生
活
困
窮
者
世

帯
の
子
ど
も
に
対
す
る
学
習

支
援
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

君
津
地
域
４
市
と
市
原

市
に
よ
る
場
合
の
具
体

的
な
積
算
は
で
き
な
い
の
か
。

４
市
は
基
本
構
想
の
中

で
積
算
さ
れ
、
市
原
市

は
施
設
の
残
存
価
格
な
ど
の

協
議
を
要
す
る
た
め
、
現
段

階
で
算
出
は
難
し
い
で
す
。

正
確
な
判
断
材
料
を
得

る
為
早
急
に
覚
書
を
締

結
し
協
議
に
入
る
べ
き
で
は
。

佐
藤
議
員
か
ら
提
言
も

あ
り
ま
し
た
の
で
、
早

急
に
覚
書
を
締
結
し
ま
す
。

野
球
キ
ャ
ン
プ
誘
致

廃
棄
物
の
不
法
投
棄

早
期
に
新
設
保
育
所
を
整

備
し
待
機
児
童
解
消
を
！

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

子
育
て
環
境
日
本
一
へ
の
取

組
み
に
つ
い
て

６
次
産
業
化
策（
地
元
産
物

の
加
工
販
売
）

た
ち
ば
な
通
り

通
学
路
の
安
全
対
策
実
施
へ

ガ
ウ
ラ
ン
ド
夜
の
利
用
時

間
を
元
に
戻
し
て
！

火
葬
場
建
設
に
つ
い
て

QQ

QQ

QQQQ

QQQ
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笹
生
　
猛
　
議
員
　
　
　（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

　
山
下
　
信
司
　
議
員
　
　
　（
創
袖
ク
ラ
ブ
）

・
火
葬
場
建
設
問
題
に
お
け
る
市
の
対
応

に
つ
い
て

・
高
齢
者
等
の
買
物
難
民
対
策
に
つ
い
て

・
子
育
て
環
境
に
つ
い
て

南
袖
地
区
の
建
設
断
念

か
ら
現
在
ま
で
の
経
緯

が
不
透
明
で
、
市
民
不
在
で

は
な
い
か
。

３
会
場
に
お
い
て
説
明

会
を
開
催
し
、
節
目
ご

と
に
議
員
に
も
説
明
し
、
意

見
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

４
市
共
同
で
の
建
設
は

決
定
事
項
な
の
か
。

全
員
協
議
会
で
の
説
明

通
り
の
方
針
で
す
。
内

容
を
煮
詰
め
た
中
で
、
内
容

が
調
わ
な
け
れ
ば
、
白
紙
に

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

変
更
の
余
地
が
あ
る
か

と
聞
い
て
い
る
。

覚
書
を
締
結
し
、
協
議

に
参
加
す
る
と
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
決
め
た
」
と
言
わ
な

な
い
と
こ
ろ
に
、
出
口

買
物
に
困
っ
て
い
る
市

民
の
状
況
を
把
握
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

経
済
産
業
省
の
推
計
で

全
国
の
買
物
弱
者
は
約

700
万
人
で
す
が
本
市
で
は
把

握
し
て
い
ま
せ
ん
。
高
齢
化

の
進
行
に
よ
り
、
こ
の
よ
う

な
方
が
増
え
て
い
く
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

解
消
す
る
た
め
の
施
策

を
伺
う
。

施
策
の
一
つ
と
し
て
商

店
街
活
性
化
支
援
事
業

に
お
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

買
物
弱
者
の
支
援
と
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
が
生
活
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

共
助
の
取
り
組
み
が
市
内
に

広
が
る
よ
う
、
介
護
保
険
制

度
の
支
援
事
業
で
検
討
し
ま

す
。
買
物
弱
者
対
策
は
地

域
の
皆
様
や
民
間
事
業
者
の

方
々
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

市
政
の
弱
さ
が
あ
る
。
南
袖

用
地
買
戻
の
件
、
市
民
に
説

明
す
べ
き
と
進
言
し
て
き
た
。

副
市
長
は
購
入
当
時
、
担
当

部
次
長
だ
っ
た
が
、
買
い
方

の
ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
か
。

誤
解
が
あ
る
よ
う
な
言

い
方
を
し
た
と
思
い
ま

す
。
言
い
方
が
丁
寧
で
な
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

火
葬
場
問
題
で
指
摘
し

た
い
こ
と
は
、
進
め
方

で
何
度
か
エ
ラ
ー
を
し
て
い

る
こ
と
。
市
原
市
の
状
況
を

見
過
ご
し
た
等
々
。
私
は
エ

ラ
ー
を
批
判
し
て
い
な
い
。

エ
ラ
ー
を
み
ん
な
で
カ
バ
ー

し
て
行
こ
う
と
い
う
こ
と
。

神
様
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
満
点
と
は
い
か
な

い
と
思
い
ま
す
。
行
政
を
遂

行
す
る
上
で
、
「
市
民
の
皆

さ
ん
が
必
ず
し
も
一
緒
に
」

と
も
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
浦
地
区
や
昭
和
地
区

で
は
、
入
所
応
募
者
数

が
多
く
、
希
望
す
る
保
育
所

に
入
所
で
き
な
い
こ
と
や
兄

弟
で
別
々
の
保
育
所
に
な
る

な
ど
、
負
担
が
大
き
く
困
っ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市

は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
伺
う
。

Ｈ
27
年
11
月
１
日
時
点

で
兄
弟
別
々
の
保
育
所

利
用
は
５
世
帯
で
す
。
人
口

増
加
地
区
へ
の
保
育
対
応
に

つ
い
て
は
、
私
立
保
育
園
の

開
設
支
援
や
市
立
保
育
所
の

定
員
拡
大
な
ど
に
よ
り
対
応

し
ま
し
た
。
Ｈ
28
年
１
月
に

定
員
19
名
の
小
規
模
保
育
事

業
所
を
長
浦
地
区
に
、
Ｈ
30

年
度
を
目
途
に
昭
和
地
区
に

保
育
施
設
を
検
討
す
る
な
ど
、

子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
に
基
づ

い
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

火
葬
場
問
題
、議
会
へ「
説

明
」だ
け
で「
議
論
」な
し

買
物
難
民
対
策
に
つ
い
て

市
政
の
失
敗
、
結
局
最
後
は

「
市
民
の
税
金
で
尻
拭
い
」

希
望
す
る
保
育
所
へ
の
入
所

に
つ
い
て

QQQQ

QQ

Q

Q

AAA

AA

A A
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４
市
共
同
建
設
、
市
長
は

最
後
ま
で
明
言
せ
ず

一般質問市政を問う

　新聞を取っていないなど議会だよりが宅配
されない方や、忙しくてゆっくり読む時間の
無い皆さんに。
　空き時間で読める無料のアプリ「i 広報」
に議会だよりの配信を始めました。市の広報
やイベント情報も届きます。

　平成 27 年８月 22 日に開催した、市民と議員の意見交換会
「Café de ぎかい」では、市民と議員が世代も立場も関係なく、
袖ケ浦市の未来について語り合いました。
　パソコン、スマートフォン、タブレット端末などからご覧い
ただけます。市役所の市政情報室や図書館にも閲覧用パソコン
がありますので、ご覧ください。そして、ぜひ次回開催の際に
はご参加いただき、みなさまの様々なご意見を聴かせてください。Android 用

スマホ ･ タブレットなど
iOS 用

i-Phone・ipad など

スマートフォンで

議会だよりが

読めます

カフェドぎかいの

様子を

ユーチューブ
で見てください！

市のホームページからも
アクセスできます。

▲直接こちらから閲覧できます
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　小規模保育事業は、子ども・子育て支援新制度で、新たに
市による認可事業となりました。みどりの風保育園は、市内で
初めてとなる小規模保育施設の開設で、３歳未満児の受け入
れ人数の増加が期待されます。
　みどりの風保育園では、すでに１月から入所を開始していま
す。定員は、０歳児５名、１歳児７名、２歳児７名の計１９名と
なっています。また、施設内調理の給食があります。
　入園など詳細については市の保育課へご相談ください。

保育課：６２−３２７６（直通）

　地震や大雨の災害発生時に避難所ともなる小中学校の屋内
運動場の耐震化が、今年度工事中の平岡小学校と根形中学校
ですべて完了します。
　また、より安全性を高めるために屋内運動場等の、吊天井な
ど非構造部材の撤去等の工事も順次進めています。

市内で初めての小規模保育施設
みどりの風保育園 外野地区で開園

市内小中学校すべての屋内運動場
（体育館）の耐震改修が終わる

　毎年１月７日、下
しもにった
新田八

はちまん
幡（白羽）神

社で、オマト（御的）神
しんじ
事が行われます。

目をつぶって、白羽の矢を２本同時に３
回放ち、矢が当たった場所からその年
の作柄や天候を判定します。今年は６
本すべて円の中に当たり、豊作が期待
できそうです。
　この神事は頼朝伝説に基づくもの
で、源頼朝がこの神社で一夜を過ごし
た際に、２本の白羽の矢を奉納したこ
とや、射手は頼朝が放った矢が当たっ
た家である峯

みねした
下家が代々務めている

など、多くの伝説をもつ行事です。

表紙の写真から

＊一般質問通告一覧表は2月29日頃、ホームページに掲載する予定です。
＊�３月定例会の予定は、2月15日（月）に開催される議会運営委員会で正式決定
されます。詳しくは議会事務局（62-3450）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
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3月定例会の予定
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総務企画
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建設経済
常任委員会

本会議
10：00～
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10：00～
一般質問受付
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特別委員会

予算審査
特別委員会

予算審査
特別委員会
（予備日）

本会議
（一般質問）
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本会議
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9:30～

本会議
（一般質問
予備日）

本会議
（一般質問）
9:30～

振替休日春分の日

みどりの風保育園（設置者：社会福祉法人みどりの風）
住所：蔵波３１０８−１８　電話：３８−５６６６

根形中学校の屋内運動場　もうすぐ完成です

室内も明るく
園庭も広々

Topicsトピッ スク

矢が当たった場所から判定をする地区の役員


